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◎
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
（
抄
） 
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線
部
分
は
改
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分
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附 

則 

１
～
７ 

〔
略
〕 

 

（
父
等
に
対
す
る
特
例
給
付
） 

８ 

都
道
府
県
知
事
等
は
、
当
分
の
間
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

の
父
が
そ
の
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
き
、
又
は

父
が
な
い
か
、
若
し
く
は
父
が
監
護
を
せ
ず
若
し
く
は
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
場

合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
の
父
以
外
の
者
（
当
該
児
童
の
母
を
除
く
。
）
が
そ
の

児
童
を
養
育
す
る
と
き
は
、
そ
の
父
又
は
そ
の
養
育
者
に
対
し
、
手
当
に
相
当
す

る
給
付
を
行
う
。
た
だ
し
、
当
該
児
童
の
母
又
は
養
育
者
が
受
給
資
格
者
で
あ
る

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童 

二 

母
が
死
亡
し
た
児
童 

三 

母
が
第
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童 

四 

母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

五 

そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
児
童
で
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
児
童
に
準
じ
て
政
令
で
定
め
る
も
の 

 

附 

則 

１
～
７ 

〔
略
〕 

（
地
方
財
政
法
の
一
部
改
正
） 

８ 

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

〔
略
〕 

           （
厚
生
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 
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９ 

前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
給
付
は
、
児
童
が
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
は
、
支
給
し
な
い
。 

一 
第
四
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る
と
き
。 

二 

父
若
し
く
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
そ

の
他
第
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令
に
よ
る
こ
れ
に

相
当
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ

れ
る
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
父
の
監
護
を
受
け
若
し
く
は
当

該
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
又
は
父
若
し
く
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て

支
給
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
養
育
を
受
け
て
い

る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
て

い
な
い
と
き
。 

三 

母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
と

き
。 

四 

母
の
監
護
を
受
け
、
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
。
た
だ
し
、

そ
の
者
が
第
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
と
き
を
除
く
。 

五 

父
の
監
護
を
受
け
、
か
つ
、
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、

そ
の
配
偶
者
（
第
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
者
を
除
く
。
）
と
同
居
し
て
、
そ
の
監
護
を
受
け
、
か
つ
、

こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
。 

 10 

第
四
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
（
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。
）
、

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
一
条
ま
で
（
第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
を

９ 

厚
生
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

〔
略
〕 

                

 
（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
） 

10 

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 
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除
く
。
）
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
は
、
附
則
第
八
項
の
給
付
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
母
」
と
あ
る
の
は
「
父
」
と
、
「
父
」

と
あ
る
の
は
「
母
」
と
、
第
十
条
、
第
十
三
条
の
二
及
び
第
十
四
条
第
四
号
中
「
母
」

と
あ
る
の
は
「
父
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

11 

附
則
第
八
項
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
当
該
給
付
を
手
当
と
み
な
し
て
、
地
方
財

政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
律
の
規
定

を
適
用
す
る
。 

12 

附
則
第
八
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
八
項
の
給
付
の

受
給
資
格
そ
の
他
同
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

政
令
で
定
め
る
。 

13 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
附
則
第
八
項
の
給
付
を
受
け
た
者
は
、
三
年

以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
刑
法
に
正
条
が

あ
る
と
き
は
、
刑
法
に
よ
る
。 

14 

附
則
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て

届
出
を
し
な
か
つ
た
戸
籍
法
の
規
定
に
よ
る
死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
十
万
円
以

下
の
過
料
に
処
す
る
。 

〔
略
〕 

 


